ーー 13 ャ ネル 当 だ り 200WBBSN OR 
mobil6 Vide 


携帯 電話 で は , 高 精細 の 液晶 表示 や 動画 表示 に よる デー タ 量 の 
増加 , さら に は 形状 の 多様 化 に 伴っ て , 消費 電力 や ヒン ジ 部 の 
電磁 放射 ノイ ズ (EMI) の 増大 , ピン 数 の 増加 な ど が 深刻 な 問 
題 と な つて いる . こう し た 課題 の りー つの 解 と し て , シリ アル ・ 
イン ター フェ ー ス の 採用 が 挙げ られ る . た だ し , 携帯 機器 に 利 
用 する に は 消費 電流 を 抑え た イン ター フェ ー ス 規格 が 必要 に な 
る . ここ で は , セイ コー エプソン と ルネ サス テク ノロ ジ が 共 
同 で 策定 し た 携帯 電話 向け 高速 シリ アル ・ イ ンタ ー フ ェ ー ス 規 
格 "Mobile Video Interface" の 概要 と その 評価 結果 に つい 
て 解説 する . (編集 部 ) 


携帯 電話 の 普及 に 伴い , 多く の 方 が その 高 機能 化 を 実感 
され て いる と 思い ます . 現在 , 各 メ ー カ か ら 発売 され て い 
る 新しい 機種 の 携帯 電話 は , LCI liquid crystal display : 
液晶 ディ スプ レイ ) パネ ル の 画素 数 や 色 数 が 増加 し , カメ ラ 
も 高 解像度 に 対応 し て いま す . また , 携帯 電話 の 形状 も 単 
純 な 折り 畳み 型 か ら 回 転 型 , 2 軸 ヒ ンジ , スラ イド 方 式 な ど , 


、。 | さま ざま な 形状 の 図 
要求 史 | 携帯 電話 が 登場 


図 1 
携帯 電話 を 取り 巻く 環境 


現在 , 携帯 電話 に 要求 され る 項目 と し て , 形状 
の 多様 化 , 液晶 の 高 精細 化 ・ 多 色 化 , 高度 な 
動画 表示 な ど が 挙げ られ る . これ ら の 要求 を 満 
た す た め に は 多く の 課題 が あり , この 課題 を 解 
決する た め の 一 つの 解 と し て 高速 シリ アル ・ イ 
ンタ ー フ ェ ー ス が ある . 
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課題 図 ピン 数 の 増加 に より 
機構 設計 が 困難 に 較 | | 例 : ヒン ジ 部 の ピン 数 の 増加 電磁 放射 ノイ ズ の 増大 , 消費 電力 の 増大 


さま ざま な 形 を と る よう に な り ま し た . 

図 1 に, 現在 の 携帯 電話 に 対す る 要求 と , それ に こたえ 
る た め の 課 題 を まとめ まし た . 以下 に , それ ぞ れ の 要求 項 
目 に つい て 簡単 に 説明 し ます . 

1) 表示 パネ ル の 画素 数 と 色 数 に 対す る 要求 

携帯 電話 に お ける 現在 主流 の 液晶 画素 数 は , QCIR 176 
X 144 ピ ビク セル ) ま た は その 前 後 の サ イズ で す . 今後 は 
QVGA 320X 240 ピ ビク セル ), さら に は それ 以上 の 画素 数 
へ の 対応 が 要求 され る も の と 思わ れ ま す . また , 色 数 も 従 
来 の 65 万 色 か ら 26 万 色 へ と 増加 し て いく こと で し ょ う . な 
お , 65 万 色 は 16 ビ ッ ト , 26 万 色 は 18 ビ ッ ト に 相当 し ます . 
2) 内 蔵 カ メラ の 画素 数 に 対す る 要求 

実は , 表示 画面 以上 に 高 解像度 化 が 進ん で いる の が 内 蔵 
カメ ラ で す . すでに 100 万 画素 を 超え る カメ ラ を 搭載 し た 
携帯 電話 が 数 多く 発売 され て いま す . 現在 で は 300 万 画素 
以上 の カメ ラ を 搭載 し , か つ , ズー ム 機 能 を 持た せ た 携 帯 
電話 も あり ます . カメ ラ は , 動作 し て いる 時 間 は 短い も の 


携帯 電話 の 高 機能 化 が ます ます 加速 凶 


液晶 の 高 精細 化 , 較 内 蔵 カ メラ の 図 高度 な 動画 表示 や 較 
多 色 化 が 加速 較 さら な る 高 精 細 化 較 機能 の 要求 較 


デー タ 量 の 増加 に 伴う 課題 が 発生 較 


新しい イン ター フェ ー ス が 必要 に ! 図 


の , 動作 中 に は 大 量 の デー タ 転送 が 行わ れ ま す . ここ で は 
表示 画面 より も 大 き な 転 送 速度 が 必要 に な り ま す . 
3) 動画 表示 機能 に 対す る 要求 

テレ ビ 電話 機能 を 備え た 携帯 電話 も 出 始め まし た . また , 
地上 ディ ジタル 放送 用 テレ ビ ・ チ ュー ナ の 搭載 も 目前 に 
て き て いる と 言わ れ て いま す . 

これ ら の 要求 に こたえ よう と する と , デー タ 線 が 増え , 各 
機能 を 実現 する た め に 制御 線 も 増加 する た め , 携帯 電話 の 
ヒン ジ 部 に 通さ れる 信号 線 は 数 十 本 以上 と な り ま す . 差異 
化 を 図る ため に いろ いろ と デザ イン を 変え る 必要 が あり ま 
す が , この と き 多 すぎ る デー タ 線 と 制御 線 が 問題 に な っ て 
き 叶 つま り 。 時 こ 求め られ る 機能 に 対応 
する た め に は , 機構 その も の に よる 電気 配線 の 難し さ , 配 
線 本 数 の 増大 , お よび それ に EMG electro magnetic 
MM 対策 と いっ た 課題 が あり ます . 

うし た 背景 か ら , 従来 の パラ レル ・ バ ス に 替わる 新た 

な イン ター フェ ー ス が 必要 と され て お り , 最近 で は , 高速 
シリ アル ・ バ ス が 注目 され て いま す . 


人 @ 携帯 向け に 低 消費 電流 の シリ アル ・ バ ス 規 格 を 策定 
高速 シリ アル ・ イン ター フェ ー ス に つい て は , さま ざま 
な 方 式 が 提案 ・ 実 用 化 さ れ て いま 細 し か し , その 多く は 
消費 電流 が 大 きく , その まま 携帯 電話 に 採用 する こと は 厳 
し いと 思わ れ ま す . 
例え ば , 身近 な 高速 シリ アル ・ イ ンタ ー フ ェ ー ス と し て , 
パソ コン の モニ タ な ど に 使用 され て いる LVDS low voltage 
differential signalmg ) が 挙げ られ ます . LVDS で は , 伝送 
路 に 数 mA の 電流 を 流し て 終端 抵抗 で 電圧 変換 し , その 電 
位 差 で 信号 を 受信 し て いま ず 図 2). し か し , 携帯 電話 で 
は 低 消費 電力 を 要求 され る の で , LVDS の よう に 伝送 路 に 
数 mA を 流す 方 式 は あま り 好ま し く あり ませ ん . 
そこ で 筆者 (に セイ コー エプソン ) と ルネ サス テク ノロ ジ 
は , 新た に 携帯 電話 向け シリ アル ・ イ ンタ ー フ ェ ー ス 規格 
” Mobile Video Interface” を 共同 で 策定 し まし た . Mobile 
Video Interface は , 以下 の 項目 を 目標 に 開発 し まし た . 
e シン プル な 回 路 構成 に よっ て 組み 込み 機器 内 の デバ イス 
( LSI, カメ ラ , 表示 パネ ル な ど ) の 間 を 1 対 1 で 接続 し , 


注 1: RGB イ ンタ ー フ ェ ー ス は , VSYNC 垂直 同期 信号 ), HSYNG 水平 同 
期 信 号 ), DOTCLK, DATA の 信号 に よっ て , 画像 を LCD コ ント ロ 
ー ラ か ら LCD パ ネル に 転送 する . RGB イン ター フェ ー ス を 使用 する 場 
合 , LCDF ライ バ に 画像 用 の メモ リ が な いた め , つね に デー タ を 転送 
する . 


携帯 電話 向け 高 束 
、 半 カ を 守 デバ 
高速 デー タ 転送 を 実現 する こと 
e 低 消費 電力 で ある こと 
また , 次 の よう な 特徴 を 持っ て いま す . 
e シリ アル 化 に よっ て 信号 線 数 を 大 幅 に 削減 
e 差 動 シ リア ル 伝 送 方 式 を 採用 し て 消費 電力 と 電磁 放射 ノ 
イズ EMI) を 低減 
e ゃ ターゲット 側 に PLIC phaseocked loop) を 必要 と し な い 
e デー タ 転送 速度 は 1 チャ ネル 当たり 最大 200Mbps 
e パ ワー・ ダ ウン / ウ ェ イ クア ッ プ 機能 を 備え る 
e Sb/10b 符 号 化 を 採用 
e ゃ アプ リケーション に 応じ て 上 位 層 を カス タマ イズ 可能 
な お , 本 イン ター フェ ー ス 規格 で は ,「 ホス ト ( HOST )」, 
「 ター ゲッ ト ( TARGET )」 と いう こと ば を 使用 し て いま す . 
ホス ト は , クロ ッ ク を 供給 する 側 制御 ・ 管 理 す る 側 ) の 
Mobile Video Interface シ ステ バ ( 例え ば , ベー スバ ンド 
SI や LCD コ ント ロー ラ , アプ ブリ ゲー ショ ン `・ プロ セッ サザ 
な ど ) を 指し ます . 一 方 , ター ゲッ ト は クロ ッ ク を 供給 さ 
れる 側 制御 ・ 管理 され る 側 ) の Mobile Video Interface シ 
デバ 例 ば 。 60 コン トロ ー ラ , デブ プリ サー ツウ ョ ン シ ・ 
プロ セッ サ , LCD パ ネル , カメ ラ な ど ) を 指し ます . 
上 述 し た よう に, LVDS の よう な 高 抵抗 を 使用 で き な い 
7 電流 - 電 圧 ) 変換 で は , ある 一 定 の 電位 差 を 生じ させ る 
に 伝送 路上 に mA 単位 の 電流 が 必要 と な り ま す . 一 方 , 
本 イン ター フェ ー ス 規格 で は 独自 の 高 抵抗 7 変換 回 路 を 開 
発し て , 伝送 路上 の 電流 を ん A 単 位 に 抑え まし た . また , 
シリ アル ・ イ ンタ ー フ ェ ー ス で ある た め , パラ レル ・ イ ン 
ター フェ ー ス より も 物理 信号 線 が 少な く , 伝送 路 の 電流 が 
小さ い の で EMI を 低減 で きま す . 例え ば , LCD コ ント ロー 
ラ と LCD パ ネル QCIF サイズ) を RGB イ ンタ ー フ ェ ー ス 注 1 


ea 
( 
数 mA 
上 =1ooo 民 1 数 百 mV > 
数 mA 


Zo: 伝送 路 イ ン ピ ー の 万 : 終端 抵抗 凶 


図 2 LVDS の 受信 概略 図 


図 の よう に , LVDS は 終端 抵抗 R で /-M 電流 - 電 圧 ) 変換 を 行う . 終端 抵抗 尺 
で 生じ た 電位 差 を 受信 し て 元 の 信号 に 戻す . 電流 の 向き に よっ て 信号 の レベ 
ル が 変わ る . 
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の 18 ビ ッ ト , 60 フ レー ム /s で 接続 する 場合 , 信号 線 は 約 20 
本 必要 と な り ま す . 一 方 , 本 イン ター フェ ー ス を 用 いる と , 
これ を 4 本 に で きま す . 

7%X ワ ー ュ ダウ ワンウェイ グ クア ッ プ は データ 転 送 を 行わ 
な い 場 合 に シリ アル 機能 を 停止 し て 消費 電力 を より 小さ く 


する 機能 で す . この 機能 は , 差 動 信号 線 を 使用 し て 実現 し 

て いる た め , 信号 線 を 新た に 用 意 す る 必要 は あり ませ ん . 
本 イン ター フェ ー ス 規格 は , 以下 の デバ イス 間 で 使用 で 

きま ポ 図 3). 

e 携帯 電話 の ベー スバ ンド LSI と アプ リケーション ・ プ ロ 
セッ また は LCD コ ント ロー ラ ) の 間 

e ベー スバ ンド LSI また は アプ リケーション ・ プ ロ セ ッ 
サ , LCD コ ント ロー ラ ) と LCD パ ネル の 間 

e ベー スバ ンド LSI また は アプ リケーション ・ プ ロ セ ッ 
CD コッ トド ト ロー タラ) と カス メラ の 問 
いずれ の 接続 筒 所 に お いて も , デー タ の 高速 転送 を 実現 

し , か つ , デー タ の 信頼 性 を 確保 する た め , 8b/10b 符 号 化 

を 採用 し て いま す . 8b/10b 符 号 化 に は 次 の よう な 特徴 が あ 

まま が 

e デー タ の O ど 1 の 出現 頻度 を 均一 化す る . これ に よっ 
て , 伝送 路上 の DG 直流 ) バ ラン ス を 整え , エラ ー の 少 
な い 安 定 し た デー タ 転送 を 実現 する . 


| Mobile Video Interface 図 
に よる 通常 接続 凶 


チャ ネル 増設 に よる 図 
転送 レー ト の 向上 が 可能 


凍り 攻 ( 

N Mobile Video Interface を 使用 する こと で , 
e 信号 線 較 

e EMI 対策 凶 


SE な ど を 軽減 する こと が 可能 
績 | 1K( 


LCDC: LCD コ ント ロー ラ 図 
AP  : アプ リケーション ・ プ ロ セ ッ サ 較 


図 3 シリ アル ・ イ ンタ ー フ ェ ー ス の 適用 例 

Mobile Video Interface は , 1) LCD パ ネル と ベー スバ ンド LS【 また は LCD コ 
ント ロー ラ , アプ リケーション ・ プロセッサ ) の 間 , 2) カメ ラ と LCD コ ント 
ロー ヌ また は アプ リケーション ・ プロセッサ , ベー スバ ンド LSI) の 間 , 3) 
ベー スバ ンド LSI と LCD コ ント ロー ラ ( また は アプ リケーション ・ プ ロ セ ッ 
サ ) の 間 の バス に 適用 で きる . 2) と 3) に つい て は , や り 取 りす る デー タ 量 が 
多い の で , Mobile Video Interface の デー タ ・ チ ャ ネル 数 を 増やす こと で 対 
応 する . 
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e ゃ ディ スパ リティ ("0' ビッ ト ど 1] ビッ ト の 個数 の 差 ) が 
ある た め , ディ スパ リティ ・ チ ェ ッ ク に よっ て 伝送 路上 
2 
符号 化 に デー タ の 冗長 性 が ある た め , 本 来 8 ビ ッ ト で 符 

70 の ビジ おこ の 

コー ド ( K コ ー ド ) と 言い , パケ ッ ト 通信 に 用 いる こと が で 

きま す . な お , 本 イン ター フェ ー ス 規格 で は , この 符号 化 

や エラ ー 検 出 の 処理 を 物理 層 に 実装 する よう に 規定 し て い 

ます . その た め , ユー ボ 携帯 電話 な どの 開発 者 ) は , こう 

し た 機能 を 意識 せ ず に 利用 で きま す . 


@ クロ ッ ク の 立ち 上 が り で デー タ の 送受 信 を 行う 

Mobile Video Interface で は クロ ッ ク と デー タ を それ ぞ れ 
別々 に 送信 し ます . タ は , クロ ッ ク の 立ち 上 が り に 同 
DP 
高速 シリ アル ・ インター フェー ス 規 格 で は , デー タ の 中 に 
クロ ッ ク 成 分 を 埋め 込ん だ り , LVDS の よう に 遅い クロ ッ 
ク を 受信 側 で て い 倍 し て デー タ を 取り 込む な など, さま ざま 
な クロ ッ キ ング 方 式 が あり ます . 本 イン ター フェ ー ス 規格 
32 と が 前 提 な の で , 

ー タ 転送 距離 が 短い こと か ら , 図 4 の よう な 簡単 な 伝送 方 
式 を 選び まし た. 

差 動 信 号 の 十 端子 が 1 で , - 端子 が O の 場合 
グル エン ド で ば 1 に な り ま す . 例え ば 図 4 の 場合 な ら , 
A, B, C が クロ ッ ク の 立ち 上 が り で す . この クロ ッ ク に 従 
っ て 送信 され る デー タワ / り 語 の 。 の ょ は シン グル エン ド 信 
号 で あり , それ ぞ れ 1 ,′ 0O,′ を 表し て いま す . 
送信 側 は クロ ッ ク の 立ち 上 が り に 同期 し て デー タ を 出力 
し , 受信 側 は クロ ッ ク の 立ち 上 が り で デー タ を 受信 し ます . 
図 4 を 用 いて 説明 する と , 送信 側 に お いて A の 立ち 上 が り 
で 出力 し た デー タカ , は , B の クロ ッ ク の 立ち 上 が り で 受信 


CLK+ 図 一 スーーーーー- 、 
CLK- 図 ---・ 


= と = ここ ちら ニョ ョ ーー 一 二 、 ニニ ニニ ニニ sr 


ーーー ニー ニー ニー パーーーーーー プ い ー ーー ニーーーー7 レ ーーーーーー プ - ーー 


図 4 伝送 方 式 

図 の よう に , クロ ッ ク と デー タ を 別々 に 送信 する . デー タ は , クロ ッ ク の 立 
ち 上 が り に 同期 し た 片 エ ッ ジ の クロ ッ キ ング 方 式 で ある . 実線 は 差 動 信号 の 
プラ ス 側 を , 破線 は 差 動 信号 の マイ ナス 側 を 表し て いる . 


側 に 受け 取ら れ ま す . 

本 イン ター フェ ー ス 規格 は , 単 方 向 , 全 二 重 , 半 二 重 の 
三 つ の 通信 方 式 に 対応 し て いま す . た だ し , 半 二 重 通 信 は 
ホス ト か ら タ ー ゲ ッ ト へ の デー タ 信 号 DTO を 1 チャ ネル 
( ch1) し か サポ ー ト し て いま せん . これ は , 半 二 重 通信 に 
つい て は ター ゲッ ト か ら ホス ト へ の 転送 デー タ 量 が 少な い 
場合 想定 し て いる か ら で す . 

全 二 重 通信 で は , 1 チャ ネル の デー タ を 転送 する 場合 , 物 

理 信 号 は ホス ト か ら タ ー ゲ ッ ト の クロ ッ ク 信 未 CLK+ , 

CLK- ) と デー タ 信 呈 DTO+ , DTO- ) の 4 本 , ター ゲッ 

ト か ら ホ スト へ の スト ロー プ 信 呈 STBT , STB- ) と デー 

タ 信 号 DTIT , DTI- ) の 4 本 の 合計 8 本 に な り ま す . 

次 に , 基本 的 な 物理 信号 に つい て まとめ まず 図 5). 

1) CLK 二 , CLK- : ホス ト が ター ゲッ ト に 供給 する クロ ッ 
ク . 最大 動作 周波 数 は 200MHz. ター ゲッ ト は 本 クロ ッ 
ク を シス テム ・ ク ロッ ク と する た め , PLL を 持つ 必要 は 
な い . 

2) DTO 填 , DTO- : CLK 二 , CLK- に 同期 し て 出力 され 
る . 1 チャ ネル 当たり 最大 200Mbps の デー タ 転送 速度 に 
対応 し て いる . シス テム に 応じ て , チャ ネル 数 を 追加 す 
る こと が で きる . 半 二 重 通信 時 は , CLK 十 , CLK- を 
分 周 し た クロ ッ ク に 同期 し て , ター ゲッ ト か ら ホ スト へ 
の デー タ を 出力 する . 

3) STB 十 , STB- : ター ゲッ ト か ら ホ スト へ の スト ロー 

プ 信 号 . CLK 二 , CLK- か ら 生 成 さ れる . 

DTI 二 , DTI- : ター ゲッ ト か ら ホ スト へ の 入力 デー タ . 

1 チャ ネル 当たり 最大 200Mbps の デー タ 転送 速度 に 対 

応 し , STB+ , STB- に 同期 し て 出力 され る . DTO+, 


4 


ミン 


携帯 電話 向け 高速 錠 
|、 5 計 を 瑞 デバ 
DTO- と 同様 に , シス テム に 応じ て チャ ネル 数 を 追加 
する こと が で きる . 
な お , STBT+ , STB- と DTI+ , DTI- は , ター ゲッ ト 
か ら ホ スト へ の 高速 な デー タ 転送 が シス テム と し て 要求 さ 
れる 場合 に の み 必 要 と な り ま す . 


@ 1 チャ ネル 当たり の 消費 電流 を 1.5mA に 抑え る 物理 層 

Mobile Video Interface の 物理 層 の アナ ログ 部 電気 的 特 
性 2 を 表 1 に 示し ます . アナ ログ 電源 は 28V 系 25V~ 
3.3V ) で 使用 で きる よう に な っ て いま す . また , 伝送 路 の 
電流 は H シ ンク 電流 万 と し シン ク 電流 /, で あり , それ ぞ れ 
平均 で 600A, 120wA と いう 値 を と り ま す . 現在 の 
LVDS の 2mA~ 3mA と 比べ る と , か な り 小さ く な っ て い 
ます . 伝送 路 の 電位 は 平均 で 1.0V で す . この と き の 1 チ ャ 
ネル 差 動 1 対 ) 当たり の 消費 電流 は 1.5mA と な り ま す . 

本 イン ター フェ ー ス の アナ ログ 部 の 送信 側 と 受信 側 の 概 
略図 を 図 6 に 示し ます . 携帯 電話 へ の 適用 を 目的 と し て い 
る た め , LVDS と は 異な る 独自 の 高 抵抗 /- ソ 変換 回 路 を 持た 
せ て , 低 消 費 電 力 化 を 図っ て いま す . 

この 回 路 で は , 送信 側 で 転送 する デー タ 信 坊 切 ) の 論理 
を 反転 し た も の / ツ ) を 生成 し ます . 図 6 に 示す よう に, 
必 と / 必 に よっ て 送信 端 に ある ド ライ バ 定 電 流 源 ) を ON 
/OFF し ます . 駆動 ON) し た 定 電 流 源 に 必要 な 電流 は , 受 
信 側 か ら 供給 され ます . 受信 側 で は 送信 側 に 供給 し た 電流 
を 7 変換 に よっ て 電圧 に 変換 し , コン パレ ー タ 回 路 に 入力 
し ます . コン パレ ー タ 回 路 で 差 動 間 の 電位 差 を 検出 し て , 


元 の シン グル エン ド の 信号 に 変換 し ます . DC バイ アス は 


注 2: Mobile Video Interface で は , 物理 層 に つい て アナ ログ 機能 と ロジ ッ 
ク 機能 を 規定 し て いる . 例え ば , シリ アル - パ ラ レ ル 変換 や 8b/10b 符 
号 化 な ど は ロジ ッ ク 機 能 で ある . 


項 目 


Tx/Rx ア ナ ロ グ 電源 


ホス ト 図 


図 5 物理 層 イ ンタ ー フ ェ ー ス 

Mobile Video Interface で は , ホス ト か ら タ ー ゲ ッ ト へ の 信号 線 と し て CLK 十 , 
CLK-( クロ ッ ク 信 号 ) と DTO 十 , DTO-( デー タ 信 号 ) の 4 本 , ター ゲッ ト 
か ら ホ スト へ の 信号 線 と し て STB 十 , STB-( スト ローブ 信号 ) と DTI, 
DTI-( デー タ 信 号 ) の 4 本 が 基本 と な る . 


デー タ 転送 
クロ ッ ク 周 波数 


H シ ンク 電流 


L シ ンク 電流 


伝送 路 電位 


消費 電流 
( 1 チャ ネル 当たり ) 


動作 環境 温度 
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V/ 忌 // 可 入力 信号 図 
肪 : H シ ンク 電流 図 
: L シ ンク 電流 図 り / ト 
R: 終端 抵抗 較 
Ve: 出力 信号 較 
2 伝送 路 イ ン ピ ー ダ ンス 較 


4 
麗 


図 6 アナ ログ 回 路 


電流 は 受信 側 か ら 供 給 図 


DC バイ アス 


DC バイ アス 


送信 側 の ドラ イ バ を ON/OFF す る と , 受信 側 か ら シ ンク 電流 訪 //, が 供給 され る . この た め , 信号 は 送信 端 か ら 受信 端 に 転送 され る が , 電流 は 受信 端 か ら 送信 端 に 


流れ る こと に な る . 


パケ ッ ト ・ デ ー タ ・ フ ィ ー ル ド 図 


図 7 パケ ッ ト の 基本 構成 


Mobile Video Interface の パケ ッ ト は ,「 ヘッ ダキ パケ ッ ト ・ デ ー タ ・ フ ィ ー ル ド + フ ッ タ 」 が 基本 構成 と な る . パケ ッ ト と パケ ッ ト の 間 アイ ドル 」 が 入る . 対 
象 ア プリ ケー ショ ン に よっ て , ヘッ ダ , パケ ッ ト ・ デ ー タ ・ フ ィ ー ル ド , フッ タ の フォ ー マ ッ ト が 変わ る . 


伝送 路 と 7 変換 回 路 を 分 離し , 高速 動作 で きる よう に する 
た め の し く み で す . 

伝送 路 に お いて 差 動 + 側 に 選 の シン ク 電流 が 流れ て いる 
場合 , 差 動 - 側 に は 7, の シン ク 電 流 が 流れ て いま す . また , 
受信 側 に ある 終端 抵抗 々 を 用 いて 受信 側 の 入力 イン ピー ダ 
ンス を 伝送 路 イ ン ピ ー ダ ンス Z。 と 合わ せる 整合 する ) こ と 
で , 入力 端 の 反射 や ノイ ズ の 影響 を 少な くし て いま す . 


@ 基本 パケ ッ ト 構成 の み 定 義 し て カス タマ イズ 可能 に 
本 イン ター フェ ー ス は , パケ ッ ト を 用 いて デー タ 転送 を 
行い ます . 規格 で は , パケ ッ ト に つい て の 基本 的 な 構成 案 
や シー ケン ス 案 を 提示 し て いま す . これ は , アプ リ ケ ー シ ョ 
ン に よっ て 上 位 層 デー タリ ンク 層 以 上 ) を カス タマ イズ し 
て , パケ ッ ト 構成 や シー ケン ス を 最適 化 で きる こと が ユー 
ザ に と っ て 望ま し いと 考え た か ら で す . た だ し , パケ ッ ト 
構成 の 基礎 は ヘッ ダ 二 パケ ッ ト ・ デ ー タ ・ フィー ルド 十 
フッ タ 」 で あり , デー タ を 転送 し て いな い 状 態 を アイ ドル 
と する 点 は , すべ て の 上 位 層 に つい て 共通 で ボ 図 7). 
本 イン ター フェ ー ス で 基本 案 と し て 考え て いる パケ ッ ト 
の 種類 は , 以下 の と お り で す . 
e ラ イト ・ リ クエ スト ・ パ ケッ ト : アド レス は 最大 56 ビ ッ 
ト ( 7 バイ ト ) の 空間 まで 指定 で きる . デー タ は 1 パケ ッ 
ト 当たり 最大 216- 2 バイ ト まで 指定 で きる . また , 2 バ 
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イト の CRG cycle redundancy check) 符号 を 使用 で き 

る よう に し て いる . 

@e@ リ ー ド ・ リ クエ スト ・ パ ケッ ト : アド レス , デー タ , 

CRC に つい て は , ライ ト ・ リ クエ スト ・ パ ケッ ト と 同様 . 
$ レ スポ ンス ・ パ ケッ ト : リー ド ・ リ クエ スト ・ パ ケッ ト に 

対す る パケ ッ ト . ホス ト か ら タ ー ゲ ッ ト に 対し て リー ド ・ 

リク エス ト ・ パ ケッ ト を 送出 し , その 応答 と し て ター ゲッ 

ト は ホス ト に 対し て この パケ ッ ト を 転送 する . 

e ア クノ リッ ジ ・ パ ケッ ト : 送信 し た パケ ッ ト が 到達 し た 

際 に 転送 され る 応答 パケ ッ ト . 

e ゃ ストリーム ・ パ ケッ ト : スト リー ム ・ デ ー タ 転送 の た め 
の パケ ッ ト . 携帯 電話 の LCD パ ネル に 表示 する 画像 デー 
タ や カメ ラ か ら の デー タ の 転送 に 使用 する . 

な お , 現在 , 上 位 デ ー タ リン ク 層 を 定義 し て いる 規格 と 
し LCD 規 格 」 が あり ます . これ は , LCD パ ネル に 対す 
る パケ ッ ト 構成 や シー ケン ス に つい て 定義 し て いま す . 今 
後 は カメ ラ や ベー スバ ンド LSI に つい て も デー タリ ンク 層 
を 定義 し て いく 予定 で す . 


@@ 規格 準 換 チ テッ プ に よる 特性 評価 
上 記 の よう な 特徴 を 持つ Mobile Video Interface に 準拠 
し た チッ プ と し て , 筆者 ら は LCD 表 示 向 け 汎用 ブリ ッ ジ ICO 
「 S1D13S01」 ど 「 S1D13S02」 を 開発 し まし た . S1D13S01 は 


CS 1# | 
CS 2# | 
RGB イ ンタ ー フ ェ ー ス 図 
CPU イン ター フェ ー ス 較 ? LHSYNC/RD# 避 
Type80/68) 較 VSYNC/WR# _| 
CLK | 
は 17: 0] 図 
SCS# 」| 
SR/W 
シリ アル ・ 較 の | 
イン ター フェ ー ス 図 LSA0 | 
( 4/5 ピ ン ) 図 SIO 
| SCK J| 
[ PLLCLK 


INT | S1D13S01 図 
( ホス ト ) 


RESET# 


Interface 


失 帯 電話 向け 高速 多 の 
、、 計 カカ を 実 バ パイ: ス で 評価 


RGB ま た は CPU 
シリ アル 8/16/18 ビ ピット) 還 パネ ル 鐘 


VCIN 


サブ LCD 凶 


シリ アル 8/16/18 ビ ピッ ト ) 困 パネ ル 鐘 


S1D13S02 図 


シリ アル ・ イ ンタ ー フ ェ ー ス 回 


3 て 5 ピン 書き 込み の み ) 較 


【 主 な 特徴 】 図 


eS1D13S01 は 各種 ホス ト ・ イ ンタ ー フ ェ ー ス に 対応 凶 
-RGB イ ンタ ー フ ェ ー ズ ( Type80 ま た は Type68) 較 
-CPU イ ンタ ー フ ェ ー ズ Type80 ま た は Type68) 図 
- シ リア ル ・ イ ンタ ー フ ェ ー ス 図 

eS1D13S02 は 各種 LCD パ ネル ・ イ ンタ ー フ ェ ー ス に 対応 図 


* メ イン LCD パ ネル と サブ LCD パ ネル を 6 本 の 差 動 信 富 CLK 二 /- , DTO1+ /- , DTO2+ /- ) で 制御 可能 
es 400Mbps の デー タ 転送 に 対応 . 1 チャ ネル 当たり の 最大 デー タ 転送 速度 は 200Mbps. これ を 2 チャ ネル DTO1+/- , DTO2+ /- ) 搭 載 図 


e 単 方 向 通信 / 半 二 重 通信 に 対応 半 二 重 通 信 の 戻り 方 向 は 最大 デー タ 転送 速度 が 50Mbps で , DTO1 の み ) 図 


eS1D13S02 は 機器 拡張 用 に , 汎用 シリ アル ・ イ ンタ ー フ ェ ー ス /I2XC こ インター フェ ー ス を 搭載 図 
e パッ ケー ジ は 外形 寸法 が 6mmX 6mm の 96 ピ ン PFBGA, 0.5mm ボ ー ル ・ ピ ッ チ 較 


図 8 シス テム 構成 図 


S1D13S01 と S1D13S02 を 使用 し た 場合 の シス テム 構成 例 を 示す . S1D13S02 に は 2 種類 の パネ ル メイ ン ・ パ ネル と サブ パネ ル ) を 接続 する こと が で きる . 


ホス ト 側 の , SID13S02 は ター ゲッ ト 側 の ブリ ッ ジ IC と し 
て 利用 し ます . 図 8 に , S1D13S01 と S1D13S02 を 使っ た シ 
ステ ム の 構成 例 を 示し ます . S1D13S02 を 用 いる こと で 2 種 
類 の パネ ル , 例え ば メイ ン LCD パ ネル と サブ LCD パ ネル 
を 接続 する こと が で きま す . メイ ン LCD パ ネル は 二 つ 折 り 

携帯 電話 の 場合 , 2 イン チ ほ どの 大 き さ に な り ま す . 一 方 , 

サブ LCD パ ネル は 背面 の 小さ な パネ ル で す . 

実際 に この IC を 用 いて 特性 評価 を 行っ た 結果 を 以下 に 紹 
介し ます . 評価 内 容 は , 伝送 路 条件 に よる 200Mbps デ ー タ 
転送 , EMI 評価 ,. アイ ・ パ ター ン の 三 つ で す . 

な お , 本 評価 で は , 伝送 路 の コネ クタ と し て 日 本 航空 電 
子 工業 の AA10 試 作 細線 同軸 )」,「 FFO05 試 作 FPC)」 を 
使用 し て いま す . また , EMI 評価 に つい て は , TDK の 3m 
法 電 渡 暗室 を 利用 し まし た . 

1) 伝送 路 条 件 に よる 200Mbps デー タ 転送 

伝送 路 条 保 と くに 使用 する ケー ブル 仕様 ) が 200Mbps の 
デー タ 転送 に どの よう に 影響 する か を , 実際 に LCD パ ネル 
に デー タ を 転送 し , 画像 を 表示 させ て 評価 し まし た . この 
評価 に お ける 伝送 路 条 件 は , 細線 同軸 の 特性 イン ピー ダン 


ス 」 と 「 長 さ 」 と し まし た . 評価 条件 は 以下 の と お り で す . 
e ケー ブル の 特性 イン ピー ダン ス : 300, 400, 450, 50 
9), 559, 60Q 
ケー ブル の 長 さ : 80mm, 120mm, 160mm, 200mm 
e デー タ 転送 速度 : 200Mbps 
e 使用 パネ ル 仕 様 : QCIF サ イズ , RAM な し 
eLCD コ ント ロー ラ ・ イ ンタ ー フ ェ ー ス : RGB イ ンタ ー 
ジン CE ニス 
評価 で は , これ ら すべ て の 条件 で LCD パ ネル に 画像 が き 
ちん と 表示 で き て いる こと を 確認 で きま し た . この こと か 
ら , 200Mbps の 高速 デー タ 転送 を 行っ て も 伝送 路 の 特性 イ 
ン ピ ー ダ ンス に は それ ほど 影響 を 受け ず , 伝送 路 長 も 携帯 
電話 の シス テム で 使用 され る 範囲 内 で あれ ば 問題 な いと 思 
われ ま す . 
2) EMI 評価 
EMI に つい て は , CISPR 22 入 3 の クラ ス B, 3m 法 に 沿っ 


注 3: CISPR「 シス プル 」 と 読む ) は, 国 cfnINUVSUM3N 電 
磁 妨 害 に 関す る 規格 . CISPR 22 は , 「 情報 技術 機器 の 無線 妨害 特性 の 
限界 値 と 測定 方 法 」 を 取り 決め た も の . 3m 法 は , テス ト 対象 機器 と 受 
信 ア ン テ ナ の 距離 を 3m に し て , 放射 妨害 波 の 電界 強度 を 測定 する . 
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イン 。 " 


1 パラ レル ・ バ ス 48 ピ ン 図 
60 に LRGB- リ F に お ける EMI 出 定 結 二 徒 来 品 )| 図 


] 
fl 
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( a) パラ レル ・ バ ス の 評価 結果 較 
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図 9 EMI の 比較 


従来 の パラ レル ・ イ ンタ ー フ ェ ー ス より も Mobile Video Interface を 使用 し 
た 場合 の ほう が , 明らか に EMI が 小さ いこ と が わか る . 
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た 評価 を 行い まし た. 従来 の パラ レル ・ イ ンタ ー フ ェ ー ス 
を 使用 し た 場合 , Mobile Video Interface で 細線 同軸 ケー 
ブル を 使用 し た 場合 , 同 バ インター フェ ー ス で FPC フレ キ 
シブ ル ・ プ リン ト 配線 板 ) ケー ブル を 使用 し た 場合 の 三 つ 
の ケー ス に つい て 測定 を 行い まし た . 従来 の パラ レル ・ イ 
ンタ ー フ ェ ー ス を 使用 し た 場合 より も Mobile Video 
Interface を 使用 し た 場合 の ほう が, 明らか に 不要 放射 ノイ 
ズ が 小さ いこ と が わか り ま ポ 図 9). 

また , 本 イン ター フェ ー ス の 場合 , 伝送 路 と し て 細線 同 
軸 ケ ー ブ ル また は FPC ケ ー ブ ル の どちら を 使用 し て も EMI 
が 小さ いこ と が わか り ま す . これ は , 本 イン ター フェ ー ス 
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( a) ろ =50Q, /=80mn《 細線 同軸 ケー ブル )【 


横 軸 : 2.5ns/div, 縦 軸 : 20mV/div 


( d) 己 =60Q, /=80mr《 細線 同軸 ケー ブル )[ 
図 10 アイ ・ パ ター ン 
いずれ も データ 転送 速度 は 200Mbps. 


の 伝送 路上 の 電流 が ん A 単 位 と 非常 に 小さ いた め , 伝送 路 
に 生じ る 電位 も 小さ く , 不要 放射 フイ ズ が 小さ く な る た め 
す 。 
3) アイ ・ パ ター ン 

実際 に デー タ を 転送 し て いる と き の 伝送 路 の アイ ・ パ ター 
ン ( 波形 デー タ ) を 図 10 に 示し ます . アイ ・ パ ター ン を 泊 
定 する 場合 の 条件 は , 伝送 路 細線 同軸 ) の 特性 イン ピー ダ 


師 、 
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図 11 

Mobile Video Interface と リン ク 層 の ロー 2004 年 3 月 10 日 凶 400MHz 以 上 の 物理 層 較 

ド マ ッ プ リン ク 層 以上 の 基本 セッ ト 
200MHz 以 上 の 物理 層 図 高速 化 / 最 適 化 凶 


Mobile Video Interface と し て 400Mbps 転送 に 


二 送 速度 400Mb 
対応 する 規格 を 2006 年 第 1 四半 期 に 発表 する 伝送 速度 Ps 


リン ク 層 以上 の 基本 セッ ト D 


予定 . また, 上 位 層 で ある カメ ラ と リン ク 層 の 伝送 速度 200Mbps 

間 , ベー スバ ンド LSI と リン ク 層 の 間 の 規格 の 了 
ロー ド マ ッ プ を 示す . 2004 年 較 2005 年 較 2006 年 較 

ンス と ケー ブル の 長 さ と し まし た . また , 200Mbps デ ー タ ( 図 11). また, デー タ 1 チャ ネル 当たり の 転送 速度 を 現在 
転送 は 上 述 の 伝送 路 条 件 に よる 200Mbps デ ー タ 転送 の 確 の 億 400Mbps) に する 規格 の 策定 も 進め て いき ます 4 
認 」 と 同じ よう に , QCIF サ イズ の 60 フ レー ム /s, RAM な 

し LCD パ ネル を 使用 し まし た . LCD コ ント ロー ラ ・ イ ン し ば た ・ ゆ き な り 


ター フェ ー ス は RGB インター フェ ー ス で す . 0 0 


この 結果 か ら , 各 伝 送 路 条件 に お いて も アイ が きち ん と 
ヽ て いる こ バ 0 上 と 。 立 \ り / 立 \ 
開い て いる こと が わか り ま す . また 4 で 
MURA 2 柴田 幸 成 。 2000 年 に , セイ コー エプソン に 中 途 で 入社 .IC 設 計 者 と 
いな いこ と が わか り ま す . し て 働い て いる . 
先 に 述べ まし た が , Mobile Video Interface で は 今後 , 
上 位 層 で ある カメ ラ 向 け デ ー タ リン ク 層 ビ お よび ベー スバ ン 


注 4: 今回 説明 し た イン ター フェ ー ス に つい て は , アラ イア ンス に 入る こと で 


ド LSI 向 け デ ー タ リン ク 層 の 規格 に つい て , それ ぞ れ 2004 詳細 規格 書 な ど を 入手 する こと が で きる 問い 合わ せ 先 は , セイ コー エ 
プ ソ ン 電子 デバ イス 営業 本 部 ED ビジ ネス 戦略 部 . TEL 042.587- 
年 第 4 四半 期 , 2005 年 第 2 四半 期 に リリ ー ス する 予定 で す 1286). 
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= 許 
Stratix 評 価 キ ッ ト 
直接 販売 商品 定価 89,2 50 円 ( 税込 ) ISBN4-7898-3778-5 


『 Stratix 評 価 キッ ト 』 は , 米国 Altera 社 FPGA「 EP1S10」 を 採用 し た 高 性 能 FPGA 評価 
キッ ト で す . Alteara 社 の FPGA 開発 ツー ル の Quartus Il Web Edition ソ フト ウェ ア と , 
Altera 社 の StratiX EP1S10) デバ イス を 1 個 実装 し た FPGA ボー ド か ら 構 成 さ れ ま す . 

この ボー ド に は FPGA を 駆動 させ る た め の 低 電圧 / 大 電流 電源 回 路 , FPGA に 回 路 デ ー 
タ を ダウ ン ロ ー ド する た め の 回 路 , 設計 し た 回 路 の 動作 確認 な ど で 必 須 に な る 7 セグ メン 
ト LED, 8 個 の LED, 5 個 の スイ ッ チ を 装備 し て いま す . 

この ほか , 64M ビ ッ ト の SDRA M, 10 対 の LVDS ポ ー ト , 1 チャ ネル の シリ アル ・ ポ ー 
ト ( 最大 2 チャ ネル ), 80 本 の LVTTL ポ ー ト , PCI 形 状 の カー ド ・ エ ッ ジ を 装備 し て いま 
す の で , より 高度 な FPGA 設計 を 行う こと が で きま す . 

より 詳し い 情 報 は , http://www.cqpub.cojp/eda/Stratix/ を ご 覧 くだ さい . 
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